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（
特
定
地
域
の
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
運

送
）

第
九
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
運
送
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
者
（
次
号
に
お
い
て「
要
介
護
者
等
」

と
い
う
。）及
び
そ
の
付
添
人
の
運
送
で
あ
っ
て
、
道

路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
三
第
八
号
に
規

定
す
る
福
祉
自
動
車
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
福
祉

自
動
車
」
と
い
う
。）を
用
い
る
も
の

イ

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害

者
ロ

介
護
保
険
法（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
者

ハ

介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
者

ニ

そ
の
他
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
害
、知
的
障
害
、

精
神
障
害
そ
の
他
の
障
害
を
有
す
る
者
で
あ
っ

て
、
他
人
の
介
助
に
よ
ら
ず
に
移
動
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
単
独
で
事
業
用
自
動
車
そ

の
他
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
者

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
者

二

要
介
護
者
等
及
び
そ
の
付
添
人
の
運
送
で
あ
っ

て
、次
に
掲
げ
る
者
が
乗
務
す
る
事
業
用
自
動
車（
福

祉
自
動
車
を
除
く
。）を
用
い
る
も
の

イ

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十

二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
介

護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

ロ

要
介
護
者
等
の
円
滑
な
運
送
に
資
す
る
研
修
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
も
の
を
修
了
し
て

い
る
者

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
認
め
る
者

（
特
定
地
域
の
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
運

送
に
係
る
旅
客
の
運
賃
及
び
料
金
の
届
出
）

第
十
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
地
域

の
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
運
送
に
係
る
旅

客
の
運
賃
及
び
料
金
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
事

業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

設
定
し
よ
う
と
す
る
運
賃
及
び
料
金
を
適
用
す
る

営
業
区
域

三

設
定
し
よ
う
と
す
る
運
賃
及
び
料
金
の
種
類
、
額

及
び
適
用
方
法

四

実
施
予
定
日

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
認
定
特
定
事
業
計
画
の
写
し

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条

法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う

ち
特
定
事
業
計
画
（
共
同
事
業
再
構
築
に
係
る
事
項
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る

権
限
は
、
当
該
事
案
の
関
す
る
土
地
を
管
轄
す
る
地
方

運
輸
局
長
（
当
該
事
案
が
二
以
上
の
地
方
運
輸
局
長
の

管
轄
区
域
に
わ
た
る
と
き
は
、
当
該
事
案
の
主
と
し
て

関
す
る
土
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
。
第
三
項
に

お
い
て
「
所
轄
地
方
運
輸
局
長
」
と
い
う
。）に
委
任
す

る
。

一

法
第
十
一
条
第
四
項
の
認
定

二

法
第
十
一
条
第
五
項
の
変
更
の
認
定

三

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

四

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消

し
五

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示

又
は
認
定
の
取
消
し

２

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

は
、
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
す
る
。

３

法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
は
、
所
轄

地
方
運
輸
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
書
類
の
経
由
）

第
十
二
条

法
第
九
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大

臣
に
送
付
す
べ
き
地
域
計
画
は
、
当
該
事
案
の
関
す
る

土
地
を
管
轄
す
る
運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長

（
当
該
事
案
が
運
輸
監
理
部
長
と
運
輸
支
局
長
又
は
二

以
上
の
運
輸
支
局
長
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
と
き
は
、

当
該
事
案
の
主
と
し
て
関
す
る
土
地
を
管
轄
す
る
運
輸

監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
経
由
し
て
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方

運
輸
局
長
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
又
は
届
出
書
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
事
案
の
関
す
る
土
地
を
管
轄
す
る
運
輸
監

理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
べ

き
要
請
書
は
、
当
該
事
案
の
関
す
る
土
地
を
管
轄
す
る

運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
（
以
下
「
タ
ク
シ
ー
事
業
」
と
い
う
。）を
巡
っ
て

は
、
長
期
的
に
輸
送
需
要
が
低
迷
す
る
中
、
車
両
数

が
増
加
す
る
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て

は
収
益
基
盤
の
悪
化
や
運
転
者
の
労
働
条
件
の
悪
化

が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、不
適
正
な
事
業
運
営
の
横
行
、

事
故
の
発
生
件
数
の
増
加
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
道
路
混
雑

等
の
交
通
問
題
・
環
境
問
題
・
都
市
問
題
の
発
生
や

利
用
者
の
利
便
の
増
進
が
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
等
の
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
タ
ク

シ
ー
が
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
地
域
社
会
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
の
役
割

の
重
要
性
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
諸
問
題
が

発
生
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
相
互
に
連
携
協
力
を
図

り
つ
つ
、
タ
ク
シ
ー
の
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
意
義
が

あ
る
。

２

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び

活
性
化
の
目
標

１
の
と
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
状
況
や
程
度
は
異

な
る
も
の
の
、
特
定
地
域
に
お
い
て
は
一
般
に
、
次

の
\
か
ら
`
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

\

タ
ク
シ
ー
事
業
の
収
益
基
盤
の
悪
化

タ
ク
シ
ー
の
輸
送
人
員
が
多
く
の
地
域
で
年
々

減
少
し
、
運
送
収
入
も
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、

運
送
経
費
は
増
加
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
の
実
質

的
な
収
益
基
盤
は
悪
化
し
て
い
る
。

]

タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
労
働
条
件
の
悪
化

タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
賃
金
水
準
は
、
長
期
的
に

悪
化
傾
向
に
あ
り
、
他
産
業
に
比
べ
て
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
労

働
時
間
に
つ
い
て
も
、
他
産
業
の
平
均
を
大
き
く

上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
、
タ
ク
シ
ー

運
転
者
の
賃
金
の
低
下
は
、
一
定
の
収
入
を
確
保

す
る
た
め
の
長
時
間
労
働
や
、
こ
れ
に
伴
う
タ
ク

シ
ー
の
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
の
要
因

と
な
る
ほ
か
、
若
年
労
働
者
の
就
職
意
欲
を
減
じ

る
要
因
と
も
な
っ
て
お
り
、
結
果
的
に
タ
ク
シ
ー

運
転
者
の
著
し
い
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

^

違
法
・
不
適
切
な
事
業
運
営
の
横
行

過
度
な
長
時
間
労
働
や
最
低
賃
金
法
違
反
、
社

会
保
険
・
労
働
保
険
の
未
加
入
、
不
適
切
な
運
行

管
理
や
名
義
貸
し
に
よ
る
経
営
な
ど
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
見
地
か
ら
問
題
の
あ
る
事
例
が
生
じ

て
い
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
十
六
号

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二

十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方
針

一

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活

性
化
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び

活
性
化
の
意
義

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
（
以
下「
タ
ク
シ
ー
」

と
い
う
。）は
、
鉄
道
・
バ
ス
等
と
と
も
に
我
が
国
の

地
域
公
共
交
通
を
形
成
し
て
い
る
重
要
な
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
。
特
に
、
タ
ク
シ
ー
は
、
{
地
域
社
会

に
密
着
し
た
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
少
人
数
個
別
輸

送
が
で
き
る
、
|
面
的
に
移
動
で
き
る
た
め
機
動
性

や
移
動
の
自
由
度
が
高
い
、
}
深
夜
な
ど
時
間
を
選

ば
ず
に
い
つ
で
も
、
ま
た
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
、

と
い
っ
た
優
れ
た
特
性
を
活
か
し
て
、
一
人
一
人
の

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
、
か
つ
、
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の

生
活
利
便
の
向
上
や
地
域
社
会
の
活
力
の
維
持
に
も

資
す
る
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
等
、
我
が
国
の
今
後
の
地
域
社
会
の
変
化

に
対
応
す
る
役
割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
我
が
国
が
観
光
立
国
を
推

進
す
る
中
で
、
各
地
の
観
光
交
流
を
支
え
る
基
盤
と

し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
。
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